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今回のBoT（Board of Trustees：ISOC理事会）会合は、米国フィ

ラデルフィアで開催されたIETF71の直後となる、土曜日と日曜日に

開催されました（2008年3月15日（土）～16日（日）、Philadelphia,

PA, USA）。今会合の主要なアジェンダは、ISOCのボードメンバー改

選選挙に関する進捗とBoard Developmentでした。

（1）ISOCボードメンバー改選

今年は、議長のDaniel Karrenberg氏、IETFからの指名ボードメン

バーであるFred Baker氏（Cisco Systems社）、財務役のGlenn

Ricart氏（IBM社）、チャプター（地域支部）から選出されるボード

メンバーのAlejandro Pisanty氏（メキシコ）の計4名が改選となり

ます。※1 Daniel Karrenberg氏とAlejandro Pisanty氏は、再選に立候

補しています。今回、IAB議長、IETF議長としても知られるFred

Baker氏がISOC BoTを退任するのは、非常に残念なことであると感じ

ています。ISOC BoT選挙の手順は、RFC3677に記述されています

（IABやIESGの選挙方法とほぼ同じ）が、NomCom（Nomination

Committee）を組織し、候補者の予備審査を事前に行い、今回の会

合（2008年3月）で候補者を承認して、4月の投票手続きに入ります。

NomComの委員には、BoTのメンバー数人（今回は委員長のPatrick

Vande Walle氏と筆者の2名）と、候補者の推薦と審査を行うのに

十分な資質を持った人が選出されます。今回の委員は合計10名です。

地域と組織のバランスを取りながら、適切なステークホルダーが委

員を構成するように配慮されています。4月末までが選挙期間であ

り、本稿がお手元に届く頃には、新しいBoTメンバー4名が選出され

ていることになります。新BoTメンバーの就任は、次回のフランス・

パリ（2008年6月28日）で開催される会合になります。今回、チャ

プター推薦の候補者に関して、若干の調整と混乱が発生し、この解

決方法についての議論が、BoTの間で行われました。事前にメーリン

グリストでの議論を行い、また、電話による当事者へのインタビュー

や調整などが行われました。

（2）Board Development 

今回初めて、BoTの運営とボードメンバーの活動に関して、改善を

行うためのBoard Developmentが開催されました。事前にアンケー

トの回収が行われ、これをもとに、専門家によるセッションが行わ

れました。結局、日曜日の時間全て（約3時間）を、このBoard

Developmentに充てることになりました。BoTとしての責任、運営

に関するボード間での認識の共有度や健全性などが分析され、また、

フルインタラクションでの質疑応答が行われました。筆者にとって、

今回の議論は、昨年のRetreatでのフルインタラクションよりも、さ

らに厳しいものでした。議論で使用される単語や文脈は、技術用語

ではなく、むしろ経済や社会に関するものであり、さらに抽象化さ

れた概念などを多く含んでおり、やはりNativeではない者は対応に

苦慮してしまいます。しかしながら、このようなセッションを行う

ことは、ボードメンバーの責任と役割の再確認を行い、より適切な

活動をISOC BoTがめざすという意思表示であると考えることがで

きます。

次回のISOC BoT会合は、フランス・パリで開催されるICANN会

合の後で、2008年6月28日（土）、29日（日）の2日間となります。
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　2008年2月4日（米国時間）に、DNSのルートゾーンにAAAAレコー

ドが登録されました。具体的には、A、F、H、J、K、Mの六つのルート

DNSサーバにAAAAレコードが登録され、IPv6トランスポートによるルー

トDNSサーバへの問い合わせへの対応が正式に開始されました。 

 

　この段階に至るまでには、ICANNのDNS Root Server System 

Advisory Committee（RSSAC）やSecurity and Stability 

Advisory Committee（SSAC）にてさまざまな議論や試験が繰り

返されました。その結果は文章にまとめられ、Webサイト上で公開され

ています（※1）。 

 

　ルートDNSサーバをIPv6対応にする、という言葉には二つの意味

が存在します。一つは、ヒントファイルの整備も含めてルートDNSサー

バをIPv6トランスポート対応にすること（1）、もう一つは、ルートゾーン

にAAAAレコードを登録すること（2）です。 

 

　（1）は、比較的早い時期から対応が始められていました。各ルート

DNSサーバの管理者が、IPv6トランスポートに対応したルートDNSサー

バを試験的に立ち上げ、運用の経験を積んでいました。そのため、大

きな混乱や障害も無く、IPv6正式サービスを開始できたと思われます。

しかし、ルートDNSサーバをIPv6トランスポート対応にしたのみでは、ユー

ザーがそのIPv6アドレスを明示的に指定して名前解決を行わない限

りは、ルートDNSサーバからのIPv6による名前解決は発生しません。

そこで、次の段階が（2）の、AAAAレコードの追加です。これによって、

ユーザー側のDNSサーバがIPv6を利用できる環境にある場合には、ルー

トDNSサーバへの問い合わせが、IPv6によって行われるようになります。 

 

　これは、ユーザーに直接影響を与える変更であり、もし何らかの不

都合や障害が発生すれば、インターネット全体の名前解決に影響を

与える結果となってしまいます。そのため、（2）の段階を行うにあたっ

ては、前述の通り、事前に多くの議論が行われました。個人的な感想

としては、少し臆病になりすぎているのでは、と思われるくらいの長い

議論となりました。解決すべき技術的な課題としては、DNSサーバ実

装の差異による不都合が発生しないか、またAAAAレコードを加える

ことでメッセージサイズが増大するため、DNSにおけるUDPメッセージ

の最大長を超えないようできないか、等の議論が行われました。現在

のルートDNSサーバのIPv6対応状況は、Webサイト上にて公開され

ています。 

 

　WIDEプロジェクトが管理運用を行っているMルートDNSサーバも、

比較的早い段階からIPv6トランスポートへの対応を行っていました。

2000年には試験IPv6アドレスを利用して、IPv6トランスポート対応ルー

トDNSサーバの試験運用を開始しました。これは外部に公開するも

のではなく、IPv6トランスポートを有効にした場合において、OSや

DNSサーバの実装に不都合が無いか、また運用上の問題点は無いか、

等の試験を行うために立ち上げました。特に、当時はまだIPv6トランス

ポート対応のDNSサーバ実装もまだ普及しておらず、いくつかの実装

上の問題点を発見するのに役立ちました。 

 

　その後、APNICから正式にIPv6アドレスブロックを取得し、ルート

DNS管理者の間で情報を共有しながら、IPv6対応ルートDNSサーバ

の運用と検証を引き続き行ってきました。その結果、MルートDNSサー

バは、IPv6正式対応時にも問題なくIPv6サービスを開始することが

できました。 

 

　ルートDNSサーバがIPv6に対応することにより、インターネットにお

いて何かが大きく変わるわけではありませんが、IPv6普及に向けての

着実な進歩であると思われます。IPv6が試験レベルのプロトコルでは

なく、IPv4に続く次のプロトコルとして普及が開始されている、という

事実を大きく印象付ける変化だからです。引き続き、ルートDNSサー

バには新たな変更が求められています。DNSSEC（DNS Security 

Extension）や、国際化TLDの導入が現在も議論されており、導入に

向けて動き始めています。今後も、安定した運用と新機能の導入、こ

のバランスを保つことが求められています。 

ルートDNSサーバ 
IPv6対応への道 

ルートDNSサーバ 
IPv6対応への道 

※1 Accommodating IP Version 6 Address Resource Records for the  
 Root of the Domain Name System 
 http://www.icann.org/committees/security/sac018.pdf  

※2 現在のルートDNSサーバのIPv6対応状況 
 http://www.root-servers.org/ 
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JPNIC副理事長

江崎 浩

江崎 浩のISOC便り第4回

［コラム］

2008年4月23日（水）、天皇皇后両陛下ご臨席のもと、日本国

際賞（http://www.japanprize.jp/prize/prize_j1.htm）が、インター

ネットの父とされるCNRI会長のRobert Kahn博士と、Google社の

副社長でもありISOCの議長でもあったVinton Cerf博士に授与

されました。『インターネットのネットワーク設計概念と通信プ

ロトコルの創成』が受賞理由となった業績であり、世界中で広

く使用されているインターネットへ発展したネットワーク基本

概念を創出し、それを実現するために通信プロトコルを提唱し

たことが認められたとされています。両氏とも、ISOC、IETF、

IABの創設と運営に関して力強いリーダーシップを取ってこられ、

また、インターネット技術の研究開発と普及に多大なる貢献をさ

れてきました。今回のお二人の日本国際賞の受賞は、インター

ネットの研究開発と普及に関与するものとして、我々にとっても

大変光栄であり、かつ喜ぶべき慶事であったと考えます。

Robert Kahn博士の2004年の来日に際しては、筆者が企

画・アテンドさせていただき、インターネットの研究開発の創

世期からの歴史と背景を詳しくお聞きすることができましたが、

今回も、新たな事実を二人は披露してくれました。例えば、第4

版のIP（IPv4）で、IPアドレス長を32ビットにした経緯などが

話されました。実は、IPv4は、32ビットと128ビットという案が

最後まで残っていたらしく、Vinton Cerf博士が実装者の立場と

して「インターネットは実験ネットなので、当面32ビットで十分」

との意見を出し、32ビットに決まったとのことでした。その時点

で、64ビットではなく、128ビット（現在のIPv6のアドレス長）

が議論されていたのは、大変興味深い事実でした。また、我が

国でも大きな議論の対象となっている、国によるコンテンツの

フィルタリングに関して、両氏とも、強い憂慮の意を表明され

ていました。グローバルな視点に立ち、明確な方向性を、ISOC

などの組織と協調しながら示し、浸透させなければならないこ

とを再確認することができました。

※1 ISOC理事会
ISOC理事会は、IETFから指名される"標準化"担当理事が3名、理事会に
より指名される理事が5名以下、会員から選出される理事が6名、チャプ
ターと呼ばれる地域支部から選出される理事が3名で構成されています。

2008年（第24回）日本国際賞授賞式典出席のた
めに来日したVinton Cerf博士（右から2人目）

同じくRobert Kahn博士（中央）


